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おいては、国内輸送の約9割以上を担っています。おいては、国内輸送の約9割以上を担っています。

令和２年度

輸送活動量
ト
ン
キ
ロベース

※

1.1%1.1%1.1%石炭石炭

0.6%0.6%0.6%その他産業原材料その他産業原材料

19.3%19.3%19.3%石油製品石油製品

17.7%17.7%17.7%石灰石等石灰石等
9.7%9.7%9.7%セメントセメント

6.8%6.8%6.8%特種品特種品

3.0%3.0%3.0%砂・砂利・石材砂・砂利・石材

2.8%2.8%2.8%自動車等自動車等

1.0%1.0%1.0%その他製品等その他製品等

0.9%0.9%0.9%農林水産品農林水産品

化学薬品・肥料・その他化学薬品・肥料・その他
5.8%5.8%5.8%

9.6%9.6%9.6%
鉄鋼等鉄鋼等12.2%12.2%12.2%

製造工業品製造工業品



 国内貨物の輸送機関には、内航船をはじめトラックや鉄道などがあります。
このうち内航海運が運んでいる量は、年間約3億トンで、これは10トントラックの3,000万台分に相当します。

内航海運の平均輸送距離は503kmで、トラック輸送の実に約8.9倍にもなります。
これは、内航海運が長距離・大量輸送に適した輸送機関であることを示しています。

（数値はいずれも2020年度）
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内航海運の年間総輸送量 （2020年度）

63,000,000kl 20kl×315万台分

300,000,000t 10t×3,000万台分約
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13,097G/T
6,802D/W
LBDd:150.00×26.60×15.80×7.01m

17,658G/T
7,200D/W

LBDd:169.98×26.00×18.65×7.17m



4,052G/T
6,787D/W
LBDd:98.00×16.00×8.80×6.24m

749G/T
2,400D/W

LBDd:84.63×13.00×7.97×4.54m



2,446G/T
3,850D/W
LBDd:110.70×17.40×8.20×5.05m

749G/T
999D/W

LBDd:63.50×11.50×4.80×3.84m



749G/T
1,520D/W
LBDd:68.00×11.40×5.30×4.62m



炭酸カルシウム船



1,599G/T
3,815D/W
LBDd:88.40×17.20×8.30×4.70m

5,830G/T
8,950D/W

LBDd:115.33×19.00×9.10×7.01m







中学校

高校 高校 高校

6ヶ月 2年

2年

2年

3年 5.5年

4.5年

2年

2年

社船による
乗船履歴

民間
社船実習

一般大学
高専短大等
高校

海上
技術学校
乗船実習科

海技
大学校
海上技術
コース

海上技術
短期大学校

海技
大学校
海上技術コース
専修

海上
技術学校

商船高等
専門学校

東京
海洋大学
海洋
工学部

神戸大学
海事
科学部

海技
大学校
海上技術コース
専攻

一般大学
高専短大等

水産系
高校
専攻科

水産系
高校

（2022年3月現在）

５級海技士３級海技士４級海技士６級海技士

航海士・機関士

練習船（航海実習）

海技士国家試験

4.5ヶ月

6 級
海技士短期
養成コース

3.5ヶ月

6 級
海技士短期
養成コース

練習船
航海実習



www.naiko-kaiun.or.jp
詳しくはホームページまで

www.naiko-kaiun.or.jp
詳しくはホームページまで

内航海運では、
次代を担う若いチカラを
募集しています。

どこまでも続く大きな海
この広い海で、僕たちは自分の生き甲斐となる
仕事を見つけたんだ
大海原に浮かぶこの船が僕たちの職場
大きな海に比べれば、ちっぽけな僕たちも
日本の産業と暮らしを支えているんだ
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